
度
会
町
議
会

　

　
だ
よ
り

町の花 りんどう

一
般
質
問
（
通
告
書
よ
り
要
約
）
―
12
月
12
日

度会町議会だより
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登 

喜
三
雄

○�

平
成
25
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
希
望
の
見
え

る
度
会
町
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

◆�

子
供
た
ち
が
故
郷
に
誇
り
を
持
つ
度
会
町

・�

真
に
日
本
一
の
清
流
環
境
を
伝
え
た
い
。

…
宮
川
ダ
ム
、
三
瀬
谷
ダ
ム
の
泥
砂
の

　

除
去
見
通
し
！

・�

県
道
伊
勢
大
宮
線（
長
原
地
内
）の

　

改
良
見
通
し
！

◆�

青
壮
年
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
明
る
い

　

家
庭
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
度
会
町

・�

企
業
誘
致
・
起
業
支
援
な
ど
町
民
の
経
済
対
策
！

◆
高
齢
者
が
明
日
に
向
か
っ
て
安
心
で
き
る
度
会
町

・
Ｉ
Ｔ
戦
略
等
買
い
物
難
民
対
策
！

・
農
林
地
の
健
全
な
後
継
策
！

◆
世
代
間
を
通
し
て
明
日
へ
の
心
の
備
え
を

・�

身
近
な
福
祉
施
設
の
情
報
提
供
と
紹
介
！

  

岡
村
広
彦

○
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

・�

い
じ
め
の
認
知
件
数
が
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
民

法
や
国
家
賠
償
法
の
観
点
か
ら
、
い
じ
め
の
防
止
策
に
つ

い
て
、
町
長
及
び
教
育
長
の
所
信
を
問
う
。

○
情
報
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・�

情
報
機
器
の
発
達
に
よ
り
、
高
度
な
情

報
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
学
校
教

育
に
お
い
て
情
報
機
器
の
予
算
を
充
実

さ
せ
、
子
供
の
将
来
を
見
据
え
た
情
報

教
育
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
、
教
育

長
に
問
う
。

立
春
の
声
、体
幹
に
こ
だ
ま
す
る
。

身
を
ほ
ぐ
し
、
新
し
き
年
度
に

備
え
よ
う
。

●
広
報
委
員

山　

延
男　
　
　

舟
瀬　

勝

木
本　

タ
ヱ
子　
　

牧　

幸
作

岡
村　

広
彦　
　
　

登　

喜
三
雄

◆
12
月
５
日　

議
案
に
対
す
る
質
疑

○�

議
案
第
70
号　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）

・�

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
補
助
制
度
…
長
寿
命
化
、
省
エ
ネ
対
策

の
内
容
と
区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
へ
の
周
知

・�

前
年
度
繰
越
金
と
各
基
金
へ
の
積
立
金
に
つ
い
て
…
地
財

法
と
条
例
規
定
を
上
回
る
基
金
積
立
額
の
考
え
方

○�

議
案
第
71
号　

平
成
24
年
度
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・�

留
保
財
源
と
な
っ
て
い
る
前
年
度
繰
越
金
（
１
８
６
８
万

　

９
千
円
）と
今
後
の
財
政
運
営

○�

議
案
第
73
号　

平
成
24
年
度
簡
水
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・�

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
と
簡
易
水
道
特
別
会
計
に
お
け

る
既
決
起
債
予
算
の
組
み
替
え
…
簡
水
会
計
の
既
決
起
債

（
辺
地
債
、
簡
水
債
）予
算（
２
億
７
８
０
万
円
）を
一
般

会
計
で
新
た
に
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
起
こ
し
会
計

間
予
算
を
調
整
す
る
メ
リ
ッ
ト
等

○�

議
案
第
74
号　

平
成
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

・�

留
保
財
源
と
な
っ
て
い
る
前
年
度
繰
越
金
（
３
２
１
万
８

　

千
円
）
と
今
後
の
財
政
運
営

◆
12
月
５
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
委
員
長　

牧 

幸
作　

副
委
員
長　

登 

喜
三
雄

　

委
員　

議
長
を
除
く
全
議
員
）

付
託
議
案

　

�

議
案
第
70
号　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）＼
議
案
第
83
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
専
決
第
６
号
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
今
回
補
正
後
の
財
政
調
整
基
金
の
積
立
残
高
見
込
み
は
！

・�

本
会
議
で
の
説
明
を
委
員
会
で
訂
正
す
る
場
合
の
可
否
を

た
だ
す
。

・�

選
挙
開
票
事
務
に
購
入
す
る「
読
み
取
り
機
」の
性
能

試
験
結
果
は
！

・�

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
か
か
る
利
用
者
負
担
60
％

を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
！
ま
た
、
設
置
か
所

数
は
！

・�

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
の
芝
張
り
工
事
は
、
排
水
設
計
の

不
備
で
は
！

・
町
道
新
設
改
良
工
事
請
負
費
の
使
途
は
！

・�『
文
化
人
権
講
演
会
』へ
の
町
民
参
加
の
仕
掛
け
に
工
夫

が
必
要
！

・�

ナ
イ
タ
ー
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
断
念
す
る「
債
務
負
担

行
為
の
減
額
額
」の
算
定
根
拠
は
！
ま
た
、
技
術
上
、

採
択
で
き
な
い
こ
と
を
知
り
得
た
経
緯
は
！

◆
12
月
6
日　

総
務
財
政
常
任
委
員
会

（
委
員
長　

八
木 

淳　

副
委
員
長　

舟
瀬 

勝

　

委
員　

 

登 

喜
三
雄　

濱
岡
裕
之　

芝
山
延
男  

中
森 

慰
）

付
託
議
案

　

�

議
案
第
71
号　

平
成
24
年
度
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）＼
議
案
第
75
号　

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）＼
議
案
第
76
号　

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
及
び
度
会
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
＼
議
案
第
77
号　

度
会
町
税
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
＼
議
案

第
78
号　

度
会
町
財
産
の
交
換
、譲
与
、無
償
貸
付
等
に
関

す
る
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
＼
議
案
第
79
号　

度

会
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の一
部
を
改

正
す
る
条
例
＼
議
案
第
81
号　

三
重
県
市
町
公
平
委
員
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て
＼
議
案
第
82
号　

三
重
県
市
町
公
平
委
員

会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◆
12
月
6
日　

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

（
委
員
長　

木
本
タ
ヱ
子　

副
委
員
長　

岡
村
広
彦

　

委
員　

牧 

幸
作　

福
井
秀
治　

中
井
利
正　

中
村
忠
彦
）

付
託
議
案

　

�

議
案
第
72
号　

平
成
24
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
2
号
）＼
議
案
第
73
号　

平
成
24
年
度
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）＼
議
案
第

74
号　

平
成
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

2
号
）＼
議
案
第
80
号　

度
会
町
営
土
地
改
良
事
業
の
経

費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

本
会
議
で
直
接
、
可
決
承
認
さ
れ
た
議
案

○�
議
案
第
84
号　

度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

掛
橋
一
夫
さ
ん
《
川
口
》

○
議
案
第
85
号　

度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

中
村
幸
正
さ
ん
《
上
久
具
》

○�

発
議
第
7
号
、
8
号
及
び
9
号　

専
決
処
分
事
項
の
指
定

に
つ
い
て
…
契
約
議
決
し
た
次
の
工
事
の
5
％
以
内
の

変
更
契
約
に
つ
き
専
決
処
分
を
認
め
る
も
の

・�

平
成
24
年
度　

南
部
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業　

川
上

浄
水
場
改
良
工
事

・�

平
成
24
年
度　

西
部
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業　

注
連
指

系
統
導
水
管
布
設
替
え
工
事

・�

平
成
24
年
度　

度
会
町
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業　

中
央

監
視
設
備
設
置
工
事

第
４
回
定
例
会　

12
月
５
日
～
12
日

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
16
議
案
、
発
議
３
件
を
可
決
・
承
認

平成２４年　
審
議
の
内
容

ナ
イ
タ
ー
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
断
念
の
経
緯
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
と

簡
易
水
道
特
別
会
計
に
お
け
る
既
決
起
債
予
算
の
組
み
替
え
な
ど
を
審
議



  

議
会
の
記
録

風力発電施設

小水力発電施設

神々の国　太鼓祭

度会小フェスタ宮リバー度会パークジョギング大会

度会町老人クラブ連合大会文化人権講演会

出初め式

度会町議会だより
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○
11
月
７
日
～
８
日
─
議
員
視
察
研
修

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）施
設
の
視
察

　

風
力
発
電
施
設〈
石
川
県
志
賀
町
〉

　

小
水
力
発
電
施
設〈
石
川
県
白
山
町・七
ヶ
用
水
発
電
所
〉

○
11
月
９
日
─
第
２
回
臨
時
会
（
議
案
第
69
号
）

・�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
議
決
…
平
成
24
年
度　

度
会

町
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
中
央
監
視
設
備
設
置
工
事

（
５
１
６
３
万
９
千
円
）、
伊
勢
市
二
見
町（
株
）イ
レ
ク
ト

伊
勢

・�

議
員
懇
談
会
─
風
力
発
電
（
町
長
と
意
見
交
換
）

○�

11
月
19
日
─
第
７
回
全
国
自
治
体
議
会
改
革
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
─
・
自
治
体
議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
責

任
、
二
元
代
表
制
を
踏
ま
え
た
議
会
の
機
能
強
化
に
つ
い

て
の
議
論
…
芝
山
延
男
、
八
木 

淳
、
登 

喜
三
雄

○�

11
月
28
日
─
自
治
体
議
員
研
修
会
─
・
形
式
的
な
改
革
か

ら
実
質
的
な
改
革
へ
…
八
木 

淳
、
登 

喜
三
雄

○
11
月
29
日

・
議
会
運
営
委
員
会
─
定
例
会
の
会
期
、
日
程
を
協
議

・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
─
12
月
議
会
の
収
録
等
を
協
議

○
12
月
２
日

・
風
力
発
電
事
業
町
説
明
会（
南
中
村
区
）　

正
・
副
議
長

○
12
月
５
日
─
議
員
懇
談
会

・
議
会
運
営
員
会
の
報
告（
第
４
回
定
例
会
日
程
等
）

・
南
伊
勢
高
校
の
定
数
改
定
に
つ
い
て
…
県
へ
の
要
望
協
議

・
風
力
発
電
計
画
町
説
明
会（
南
中
村
区
）の
報
告

○
12
月
12
日
─
議
員
懇
談
会

・
第
４
次
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
協
議

・
放
射
線
線
量
計
購
入
経
過
の
報
告

○�

12
月
18
日
─
南
伊
勢
高
校
の
定
数
維
持
要
望

　
（
三
重
県
議
会
議
長
あ
て
）　

中
村
議
長

○�

12
月
25
日
─
南
伊
勢
高
校
の
定
数
維
持
要
望

　
（
三
重
県
知
事
、
教
育
長
あ
て
）　

中
村
議
長

○�

１
月
14
日
─
市
町
対
抗
駅
伝
大
会
結
団
式

　

中
村
議
長
、
芝
山
副
議
長　

○
１
月
22
日

・�

議
員
懇
談
会
―
・
第
４
次
行
政
改
革
に
つ
い
て
（
協

議
）・
太
陽
光
、
風
力
発
電
計
画
の
状
況
（
協
議
）・

道
の
駅
構
想
（
説
明
）

・�

全
員
協
議
会
―
・
議
員
定
数
に
関
す
る
協
議

・�

議
会
運
営
委
員
会
―
・
定
例
会
等
に
お
け
る
討
論
の

通
告
制
に
つ
い
て
（
協
議
）

・�

議
会
広
報
特
別
委
員
会
―
・
議
会
だ
よ
り
２
月
号
の

発
行
（
協
議
）

そ
の
他
特
定
議
員
活
動

・
10
月
11
日　

定
期
監
査　

濱
岡
裕
之

・�

10
月
18
日
、
11
月
13
日
、
12
月
17
日
、
1
月
16
日　

例
月

出
納
検
査　

濱
岡
裕
之

・
10
月
16
日　

農
業
共
済
定
例
会　

中
森 
慰

・�

10
月
30
日　

三
重
県
部
長
等
と
町
村
議
会
議
長
会
と
の

　

意
見
交
換
会　

中
村
議
長

・�

11
月
13
日
、
12
月
3
日
、
1
月
15
日　

農
業
委
員
会

　

中
井
利
正

・
11
月
14
日　

国
保
運
営
協
議
会
セ
ミ
ナ
ー　

中
井
利
正

・
11
月
14
～
15
日　

町
村
議
長
会
全
国
大
会　

中
村
議
長

・
12
月
20
日　

茶
品
評
会
褒
賞
伝
達
式　

中
村
議
長

・
1
月
4
日　

新
春
互
礼
会　

中
村
議
長

・�

1
月
8
日　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
、

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会　

中
村
議
長

・
1
月
11
日　

県
町
村
議
長
会
理
事
会　

中
村
議
長

・�

1
月
13
日　

成
人
式　

中
村
議
長
、
芝
山
副
議
長
、

　

八
木
総
務
教
育
常
任
委
員
長

10
月
28
日　

神
々
の
国　

太
鼓
祭

華
麗
な
バ
チ
捌
き
が
心
を
打
ち

ま
し
た
。

11
月
３
～
４
日　

町
民
文
化
祭

11
月
９
日　

度
会
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
大
会

�

功
労
賞
、
長
寿
者
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
元
気
で
、
こ
れ
か

ら
も
知
恵
を
授
け
て
く
だ
さ
い
。

文
化
人
権
講
演
会

�

平
等
な
心
か
ら
生
ま
れ
る
『
真
の

笑
い
』
─
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ

ん
に
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

11
月
17
日　

度
会
小
フ
ェ
ス
タ

コ
メ
作
り
か
ら
英
語
劇
ま
で
幅
広
の

活
動
…
見
事
で
し
た
。（
地
域
の
方
の

ご
支
援
に
も
感
謝
。）

11
月
30
日　

度
会
小
学
校
研
究
発
表
会

知
識
を
活
用
す
る
子
供
た
ち
に
期
待

し
ま
す
。

25
年
１
月
３
日　

出
初
め
式

身
の
引
き
締
ま
る
極
寒
の
中
、機
敏
な

連
携
操
作
に
感
服
。い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

１
月
12
日　

新
春
賀
詞
交
歓
会

１
月
27
日　

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

子
供
た
ち
の
力
走
が
、
度
会
に
春
を

呼
ぶ
。

  

参
加
式
典
等

要旨
県立南伊勢高校の
定数維持に関する要望書
　平成24年9月、伊勢志摩地域高等学校活性化推進協

議会において、平成27年度以降、南伊勢高校度会校舎の

募集定数を2学級から1学級に、次の段階で南伊勢高校

を廃止し、度会校舎、南伊勢校舎を他の高校の分校とす

る2つの案が示されました。

　確かに、南伊勢高校は定数割れとなっていますが、学

級数の多い高校の定数削減や公立・私立の定数配分の

検討をすれば、南伊勢高校の定数が満たされるのではな

いでしょうか。県及び県教育委員会は、行政改革の一環と

して、「民間にできることは、民間に」という考え方で、「私

立高校の定数を維持し、生徒数の減少分は県立高校で削

減する」という方針なのでしょうか。

　もしそのような方針に基づくとしても、都市部以外の教

育こそ県立高校が担うべきであり、私立高校に近い場所

にある県立高校の定数を削減すべきではないでしょうか。

　南伊勢高校は、南勢地域の教育基幹施設であり、南部

地域振興の要となる人材育成の拠点として、私ども地域

自治体も一層の支援を行ってまいります。ここに、関係町

議会議長連名で南伊勢高校の定数維持と存続を強く要

望いたします。

署名

玉城町議会議長　南伊勢町議会議長　度会町議会議長

宛先

三重県知事様　三重県教育委員会教育長様　三重県議会議長様


